
 

 

 

 

 

 

 

 

百ます計算や漢字の反

復学習を続け、基礎学力

の向上をめざす「陰山メ

ソッド」を確立。 

「早寝早起き朝ごはん」

全国協議会副会長。 

 

皆さん、こんにちは。陰山でございます。「早寝・

早起き・朝ごはん」、まさかこの言葉が日本全国に広

まるなんていうことは、夢にも思っておりませんで

した。あまりにも当たり前すぎて、そして、でも、

それがなかなかできない世の中になってしまって、

日本の世の中というのは、本当に夜型社会になって

きてしまっていて、この「早寝・早起き・朝ごはん」

というものが、ますます重要になってきているので

はないかなというふうに思います。 

私自身は、教育にとって最も重要なものは、何よ

りも生活習慣だろうというふうに思っております。

そして、皆さん、それぞれもう間もなく２学期も終

わりますと、お子さんたちが通知表をもらって帰っ

てくると思うのですけれども、その通知表の教科の

方は、国語・算数・理科・社会といろいろあると思

うのですが、右側のところに行動評定欄というのが

ありますね。あそこの一番上を皆さん注目してくだ

さい。何と書いてあるか。これ日本全国、ずっと昔

から、そして、おそらくこれからも同じだろうと思

います。「基本的生活習慣」です。 

実は、日本の教育というのは、このことを最も大

事にしてきたのですけれども、知らず知らず、当た

り前すぎて、逆に粗末になっていた。それが実は、

この学力の問題とも大きく関わってきているという

ことではないかなというふうに思うわけであります。

ここしばらくの学力低下問題の中で、やはり３割削

減でありますとか、今度１０％授業時間が増えると

いうことにもなりましたけれども、学習する内容と

か時間とか、そちらの方ばかりに注意がいっている

ということを、私は非常に心配しております。 

と言いますのは、教科内容というのは、子どもた

ちが社会的に自立していくことでありますとか、日

本の社会が未来もしっかりと成長していける社会で

あるために必要なものであるわけであります。です

から、学習すべき量というのは、一定程度必要なわ

けであります。 

そして、今度、次の指導要領では、小学生もいよ

いよ英語を学習しようかと、そういう時代に入って

きているわけなのですね。「なぜ、小学生で英語な

の？」というふうに思われるかも知れませんが、実

は現在もうアジア諸国で小学校英語をやっていない

国は、日本とそれ以外にもうあと１、２ヵ国という

ような、そんな状態なのです。 

例えば中国でも、小学校英語が始まって、もう既

に１０年の長きにわたってきております。現在、中

国の小学校の英語の必修英単語がいくらかというと、

これが1,000語なのです。ところが、今、日本の中
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学校の必修英単語はいくらかというと100語なので

す。当然、それではもう勉強にはなりませんから、

３年間で900単語を学習し、それをもとに教科書が

編成されるようになってきています。ある面、非常

に習得しやすい形になっているわけなのです。これ

は昔よりも随分減らされているわけですけれども、

しかし、それが子どもたちに定着したと言えるでし

ょうか。 

これを見ましても、学習内容が少なければ定着で

きて、多ければなかなか定着できないということで

はないのだということが、実はそこに出てきている

わけなのです。 

そこで、私が小学校教員をやっておりまして一番

注目しましたのが、やはり生活習慣の問題でありま

す。生活習慣の問題は、実は学習のために最も重要

になってきます脳の働きに大きく関係しているとい

うことを感じるようになったからであります。そし

て、この「早寝・早起き・朝ごはん」で脳が元気に

なってくれば、百マス計算というようなものも、子

どもたちにとって非常に意味ある学習になってくる

わけなのです。 

しかし、子どもたちの生活習慣が崩れて脳のパワ

ーが落ちてくるとどうなるか。皆さんでもそうだと

思うのですけれども、前の日にほとんど寝てなくて、

朝ごはんも食べてないのに、「百マス計算やってくだ

さい」と言ったら、みんな「ふざけるな」と言って

怒られるのではないでしょうか。そうなのですね。

実は、同じ学習を指導したとしてみても、その人間

がどういう状態であるかによって、全く正反対の意

味を持ってくるということだろうと私は思うのです。 

そこで、これを見ていただきましょう。これは、

実は私が１年間実践をしてきました山口県の山陽小

野田市の教育カリキュラムの研究です。これは何を

示しているかというと、上のグラフが知能指数なの

です。横軸に知能となっています。右へ行くほど知

能が高いのです。そして、上が人数であります。こ

のピンクのところが昨年の５月、この黒い線が今年

の２月なのです。 

そうやって見ていきますと、昨年の５月には、山

口県の山陽小野田市の子どもたち、１年生から６年

生まで約4,000人ぐらいいるのですけれども、ちょ

うど平均値が102でした。それで、「早寝・早起き・

朝ごはん」と、読み書き計算の反復学習を約９ヵ月

間程度やってもらって、もう一度知能検査をやって

みました。そうすると、平均値がちょうどこの辺り、

111まで上がったわけであります。 

実は、これぐらい短期間に知能指数というものは

上がるものなのですね。そもそも知能指数を計ると

いうと、何か子どもたちの間で差別を生むみたいな

認識がありますけれども、それは、そもそも人間の

脳のパワーというものは生まれつき決まっているも

のだという思い込みがあるからなのです。 

実は、私は山口小学校というところで実践をして

いました時に、子どもたちの知能指数というものは

随分変わるということに気がつきました。もう１０

年以上も前のことです。ただ、それがどのような原

理に基づくものなのか。自分自身、いろいろなこと

をやっていましたから、そのことが十分わかりませ

んでした。 

しかし、ずっといろいろな取組をしているうちに、

やはり、「早寝・早起き・朝ごはん」による生活習慣



を正すということと、できれば、朝の段階に集中的

に何か１つのことを反復学習するというのがいいと

いうことが、だんだんわかってきたわけなのですね。

そのようにしてもらうと、勉強が非常によくできる

ようになったのです。 

これは、算数の記録なのです。ここでは偏差値で

見ているのですけれども、１年の間ですから、子ど

もも変わっていませんし、先生も別に転勤している

わけではありません。１年の間ですから、先生方の

勉強方法が変わるわけでもないのですが、見てくだ

さい。このようになっていた偏差値のばらつきは、

こういうふうにやはりよくなっています。つまり、

子どもたちの知能と言うか、脳の活動を活発にする

ことによって、非常に短期間に子どもたちの学力を

高めることができたわけであります。 

それから、もう１つ、このことを注目しておいて

ほしいのですけれども、この山の形、ほぼ同じよう

な形で右にずれていっているというのがおわかりい

ただけると思います。つまり、すべての子どもたち

に対して有効なのです。何か特別にできそうな子ど

もたちを引っ張り出して、特訓をして、全体の平均

点を上げるという、そういうことをやっているわけ

ではないわけであります。すべての子どもたちを一

斉に、一気に高めることができるということを、こ

れは示しているわけなのであります。 

実は、このデータの示しているところは、やはり、

子どもたちの学力の問題というのは、どうも脳のあ

り方に関係があるのではないか、そういうことでは

ないかと思うわけです。 

そこで、それに関するデータを取り揃えてみまし

た。このグラフは、このあと出て来られます鈴木先

生のグループからいただいたものですけれども、１

９７９年と２００２年の子どもたちの就寝時刻、つ

まり寝た時刻、それの違いを比べたものです。小学

校４年生・５年生・６年生、中１・中２・中３、対

象は東京の子どもたちです。そうしますと、１９７

９年の小学校４年生、ほとんどの子どもがこの青い

部分、１０時までに寝ている子どもたちなのです。

ほとんど１０時までに寝ているのですね。 

ところが、２００２年、１０年少々しか経ってい

ませんが、それを見ますと、１０時に寝ていた子ど

もは、一気に半分近くまで減ってしまいます。この

赤い部分、１２時よりも遅く寝る子どもたちが、わ

ずかながら登場してきているのですね。中学校３年

生のところをちょっと見てください。７９年にはま

だごくわずかですけれども、１０時までに寝る中学

校３年生、受験生っていたのですよ。ところが、２

００２年にはまったくいなくなって、多くの子ども

たちが１２時よりも遅く寝るようになってきてしま

ったわけであります。 

そして、この小４から中３まで、ほぼ同じ傾向を

持っているということは、ほぼすべての子どもたち

の夜寝る時刻が遅くなってきているということを示

しているのではないでしょうか。 

では、この就寝時刻のずれがどのように子どもた

ちに影響をするでしょうか。それをわからせてくれ

るデータがこれであります。これは広島県が実施し

ております学力調査の結果であります。小学校５年

生2万7,000人を対象にしているわけなのですけれ

ども、ここでは睡眠時間とテストの平均点との相関

をとっています。そうしますと、睡眠時間が４時間、

そもそも睡眠時間が４時間の小学校５年生というの

は、これは叱ってやらないといけないものですね。

やはり悪いのです。テストの点、５０点ぐらいしか

とれません。ところが、５時間になると６２点・６

４点、６時間になると６６点・７０点、７時間にな

ると７０点・７４点というふうに、国語も算数もテ

ストの点が上がっていきます。そして、７時間から

９時間だとだいたい７０点台で安定していきます。

ただし、それ以上寝ると落ちてくるという、寝すぎ



もよくありません。実はこれほどに、寝ている時間

というのは子どもたちの成績に大きく影響するもの

なのです。 

この実践が始まりまして既に１年半経ってきてお

りますので、実際、生活改善をする子どもたちが出

てきたわけです。その結果、非常におもしろいこと

がわかりました。それは、やはり睡眠時間を長くす

ると言うのでしょうか、適正にすると言うのでしょ

うか、短かった子がしっかり７時間・８時間寝るよ

うになると、非常に学力が高まるということがわか

ってきたわけであります。 

意外なことに、勉強時間を非常に長くしたという

子どもというのは、もちろん、全くしなかった子が

１時間するようになれば成績は当然上がるわけです

けれども、１時間程度勉強している子どもが２時間

勉強するようになったといってみても、実はその効

果というのはあまり多くはない。むしろ、３時間以

上勉強する子どもたちというのは、ひどい場合には、

成績が落ちてきている子どもすらいたわけでありま

す。 

この子どもたちが学力を高めていくためには、睡

眠時間を削ってでも勉強するというのは、実は決し

てプラスではないということを示しているわけなの

です。私は、この寝ている時間というものが非常に

重要であって、これが子どもたちの脳の元気をつか

さどっているのだというふうに思うわけであります。 

そこで、皆さん、ちょっと学生時代を思い出して

いただきたいのですけれども、だいたいどの学級に

も一人二人いたと思うのですけれども、ものすごく

成績がいいのです。でも、「おまえ、昨日何時まで勉

強していたんだ？」と、テストの日に聞いても、「い

やおれは１０時には寝ていたよ」という、友達、い

ませんでしたか。いましたよね。 

私も、そういう男友だちがいました。非常に賢く

て、私は、彼はいいなと思っていました。なぜなら、

頭がよくって、寝ていてもいい成績を取るんだもん。

でも、このデータを見て思いました。逆なのですね。

彼は頭がよかったから寝ていたのではなくて、寝て

いたから頭がよくなっていたのですね。そう考えま

すと、日本の古い言葉の中には、「寝る子は育つ」と

いうのがあります。やはり、じいちゃんやばあちゃ

んの言うことは聞いておかないといけないなあとい

う、そういうことではないのでしょうか。 

山陽小野田市では、もう一歩進めて、何時に寝た

ら成績がよくなるのだろうかというデータもとって

いただきました。８時までに寝る子どもたち、９時

までに寝る子どもたち、１０時までに寝る子、１１

時までに寝る子、１２時までに寝る子、それよりも

遅く起きる子ども、このエンジ色が算数、その青い

部分が国語を表しているのですけれども、もう答え

は明らかですね。成績がいいのは９時までに寝る子

です。 

そして、寝るのが１時間遅くなることに、見事に

成績は落ちてきます。これぐらいきれいに出てくる

と、やはり、睡眠と学力との関係というものは相当

強い関係があると考えていいのではないでしょうか。 

９時までに寝る子どもたちが一番成績がいいとい

うことを考えますと、ちょうど私たちが子どものこ

ろ、別に法律に書いてあるわけではないけれども、

子どもは９時までに寝るものというものが何となく

ありましたよね。それが、昭和５０年代の半ばから

でしょうか、崩れてきました。これが子どもたちの

学力低下の要因になったのではないかなというよう



な気がいたします。 

ただ、ここでおまけなのですけれども、８時まで

に寝るというのは早すぎます。やはり勉強してから

寝ましょう。いくら何でも勉強しなければよくなり

ませんから、これは当たり前の話です。 

昭和５０年代の半ばからの子どもたちの就寝時刻

の変化というものを考えますと、私は、ひとつテレ

ビ番組というのがヒントになろうかと思います。昭

和５０年代半ば、子どもたちが一生懸命見たテレビ

番組は何だったでしょうか。ちょっと思い出してみ

てください。言えばすぐ思い出されると思います。

『８時だヨ！全員集合』ですね。「カラスの勝手でし

ょ」とか言って、もう少しきちんとした番組をつく

れないのだろうかというふうに思っていました。 

しかし、あの番組、ちょっと思い出してみて下さ

い。番組が終わりになりますと、カトちゃんが出て

きて、「ババンババンバンバン～♪」と言いながら、

９時近くに何て言っていましたか。「歯をみがいて寝

ろよ」と言っていたでしょう。あれは教育番組だっ

たのですね。いや、まいりました。 

それが、おもしろくなければテレビじゃないとい

うようになって、『おれたちひょうきん族』という番

組が代わりに出てきました。そして、それ以後、何

か芸人さんが出ていると何となくテレビを見ていな

ければいけないみたいな、そういうふうな雰囲気に

なっていったのではないでしょうか。 

また、ＮＨＫというのは、晩の１２時になると、

日の丸をたなびかせて、君が代を流して、それが終

わったら、あと砂嵐だったんですよね。しかし今、

ＮＨＫは、晩の１２時過ぎても、お笑いコンテスト

みたいな番組をやっているのですよ。私、もう本当

にビックリしました。今、砂嵐なんてものは、テレ

ビが壊れない限り見られません。２４時間番組をや

っていますものね。それぐらいに変わってきてしま

ったわけであります。 

さらに、学力と同時に知能指数も調べてみますと、

やはり9時までに寝る子どもたちの知能指数という

のは高い。さらに、資料にはあげませんでしたけれ

ども、9 時までに寝る子どもたちというのは、知能

指数に対してだいたいこの程度の点がとれるという

数値があるのですけれども、それ以上のいいテスト

の点を出すということがわかっています。つまり、

意欲的に学習するということです。もともと知能指

数も高く、意欲的に学習する元気を持っている。当

然、この9時までに寝る子どもたちの成績が、図抜

けて高いというのは、ある面、当たり前のことと言

えるかもしれません。 

もう1つの問題は、食事の問題であります。ここ

にありますデータは、一食当たりの摂取食品数と学

習成績および５教科学力テスト偏差値についてです。

要は、これは１回の食事に使われている食材の種類

と成績との相関関係をとったという、データであり

ます。このデータは、東京でとられたものです。 

こんなデータがよくとれたものだと思って、私は

驚いたのですけれども、出てきた結果が、また驚き

です。食品数が少ないと、成績も下がる。食品数が

豊かだと成績は上がっていくという、こんな恐ろし

いことはないですね。まあ、俗に無芸大食とは言わ

れますけれども、実は大食は有芸の始まりというこ

とではないのでしょうか。しっかり食べるというこ

とは、ものすごく大切なことだというふうに言える

のではないかと思います。 



私がこのグラフを見つけましたのは、ちょうど今

から２０年ぐらい前になるでしょうか。兵庫県の山

口小学校というところで実践を始めました時に、さ

あ、子どもたちに学力をつけようと思って始めたの

ですけれども、まあ何と、学力が上がるはずはない

と思いました。なぜかというと、こうやって授業を

しているじゃないですか。目の前であくびですよ、

本当に。「わぁっ～」と言われてごらんなさい。もう

腹も立ちますよ。しかし、時代は個性尊重と言われ

る時代ですから、「アホたれ」なんて言おうものだっ

たら、これはえげつない先生ということになります

から、そうそう叱ることもできず、と言いながら叱

っていましたけれども。やはり、それではうまくい

きません。 

それで、調べてみました。驚きました。私のいた

山口小学校というのは、田園地帯にあります。子ど

もたちの家庭の８割は農家です。にもかかわらず、

その子どもたちの朝食の内容というのは、何と全体

の３分の２がパン食だったのです。パン食が悪いと

は言いませんよ。 

ただ、問題はパン食の理由なのです。追跡して調

べてみますと、パンと牛乳だけとか、パンとコーヒ

ーだけとか、ほとんどの家庭がおかずをつけること

もなく、パンをコーヒーか牛乳か液体で流し込んで

いるというような、そういうふうな実態だったわけ

であります。中には、朝ごはんを食べていない子ど

もたちも１割程度いました。これでは授業になりま

せん。調べてみると、けっこうテレビも見ています。

こんなような状態で、勉強なんかできっこありませ

んよね。こんな状況を見て、私は愕然としました。 

それで、年度初めの学級懇談会の時に、保護者を

前にして言いました。「こんな朝ごはんで、子どもた

ちが勉強できると思っているのですか。ちゃんと朝

ごはんを食べさせてください」と、言ったわけであ

ります。今だったら、「おお、よう言った」というも

のですけれども、当時は個性尊重の時代であります。

その時、学級懇談会の雰囲気は、まるでお葬式のよ

うな暗い雰囲気になりましたね。保護者の方々は、

口には出されませんけれども、お前は、自分の指導

力がないのを、朝飯のせいにするのかみたいな、厳

しい視線にさらされたわけであります。残念ながら、

生活は全く改善をされませんでした。 

そして、翌年、私はその学級を持ち上がって、翌

年、また学級懇談会が巡ってくることになったわけ

であります。同じ失敗を繰り返すわけにはいきませ

ん。ですから、私はこれではいけないというふうに

思って、学級懇談会の前日に、教室の準備もそこそ

こに学校を飛び出して、何とか朝ごはんの重要性を

知っていただくための資料を探したわけであります。

そして、当時、「心理栄養学」という福島大学の先生

のお書きになった本があったのですけれども、その

中にあったグラフがこれなのです。私は「やったあ」

と思って帰りました。１９８９年のデータで、随分

古いものなのです。 

これを、学校の方に持ち帰ったわけなのですけれ

ども、まだ先生方が、翌日の学級懇談会に備えて、

皆さん残っておられました。ですから、私は全児童

数分を印刷して配っていったわけであります。そう

すると、同僚の先生方には喜んでいただきました。

「陰山君、いい資料ありがとう。これで懇談がうま

くいく」と。 

しかし、一番喜んだのは、翌日の子どもたちであ



ります。なぜかわかりますか。簡単ですよね。この

グラフを保護者の方に見ていただくや否や、その日

の晩ご飯は、みんな超豪華になったわけですね。言

葉だけ言っても、「あほか」みたいなものが、きちん

と資料を提示して説明させていただくと、これぐら

いで変わるのかと。これ以降、私は説明責任という

ようなものを意識するようになっていったわけであ

ります。 

さらに、こういうデータというのは、そう多くは

ありません。皆さん、学校の先生というのは、やや

真面目が過ぎて、一回使ってしまったデータを二度

使うのは、卑怯みたいな、怠け者みたいな、みんな

そういう思い込みがあるのですよ。でも、どう考え

たって、これ以上のデータはありません。 

ですから、私はそれ以後、毎年１回は、このグラ

フを学級通信や学校通信に載せて配っていただいて、

皆さんに見ていただいたわけであります。私の得意

技「徹底反復」というぐらいですから、こういうい

いものは目に焼きつくところまで見ていただくと。

毎年やって、私、山口小学校に１４年いましたので、

当時の山口小学校の保護者の方々、人生のうちで１

０回はこのグラフを見られているわけですね。 

そして、２０００年の「クローズアップ現代」と

いう番組の中で、私たちのことが紹介されることと

なりました。当時、百マス計算のことが非常に注目

されたのですけれども、生活習慣のこともきちんと

入っていたのですね。ただ、この生活習慣というの

は、なかなかメッセージがテレビではしにくいので

す。だって、考えてみてください。どうやって、テ

レビの映像で表現しようかと。難しいでしょう。だ

って、子どもに朝ごはん食べさせている風景を見せ

ても、ホームドラマじゃないのだし、夜寝ている風

景見せても全く意味はありませんし、なかなか難し

いのです。 

どうしても百マス計算のことばかり話題になって

しまうわけなのですけれども、このことに注目した

方々がおられました。それは、地域の栄養士会の方々

なのです。そうすると、「ほんまに、山口小学校の朝ご

はんって、ええんかいな」みたいな話になって、実際

調べられて、変なデータが出てきたらどないしようか

なと思って、心配してドキドキ、ドキドキしていたの

ですよ。 

しかし、私は非常に驚きました。１０年ぐらい前

には、それこそ全体の３分の２がパンとコーヒーみ

たいだったのに、ほとんどの家庭がご飯食になって、

しかも一皿・二皿・三皿と、味噌汁以外におかずを

つけている家庭が最も多くなっていたのですね。そ

れは、他の学校と完全なる一線を画するものでした。

実は、これが山口小学校の子どもたちのその後の成

長というものを支えていったわけであります。 

５０人の卒業生を一番最初に出したのですけれど

も、その中の５人が国公立の医学部に行きましたし、

残り５人ほどが大阪大学とか北海道大の農学部だと

か行きまして、「山口小学校の奇跡」なんていう言葉

を言っていただいたわけであります。 

しかし、私たちの地域は、そもそも受験競争なん

ていうようなものをするような地区ではございませ

ん。というのは、田舎のことですから、別にそんな

都会に出て行ってもらって、賢くなっても帰って来

てくれないのだったら、その方が困るぐらいなもの

ですし、受験競争をしようにも、過疎地であります

から、競争する相手も学校もございません。地元の

学校というのは１つしかありませんから、それが廃

校にならないように一生懸命みんなで努力をしてい

るというのが、実態だったわけであります。 

しかし、その分、先生方は非常に丁寧に子どもた

ちの勉強を見ていただくということができました。

その結果が、特別な受験対策の勉強をしたわけでは

ないのですけれども、先ほど言ったような結果に結

びついていったということであります。 



先ごろ全国統一学力テストの結果が公表されまし

たけれども、皆さん、ご覧になったでしょうか。塾

や特別な学校が多いような都市部が上位を占めるか

のような予測をいう方がいらっしゃいましたけれど

も、不思議なぐらいに、田舎の県が多かったですね。

特に、驚いたのは、青森から秋田、それから石川、

福井とか言って、新潟を除いた日本海側が上位を占

めましたよね。やはり、生活習慣をしつけるのに余

分な光が少ないと言うのでしょうか、そういう自然

なところが非常によかったというのは、非常に大き

なポイントではなかったのかなという気がいたしま

す。 

また、生活習慣の問題が学力にものすごく影響す

るということも、はっきりわかってきたわけであり

ます。とかく日本というのは、競争はいけないとか、

あるいはいいとか言いながら、なんやかんや言いな

がら、順位をものすごく気にするという国民性があ

りますから、どこの県が１番だ、２番だということ

を言っておりますけれども、実はそういうふうなこ

とはわりとどちらでもいい。最も重要なのは、やは

り生活習慣こそが重要なんだということだと思うの

です。 

例えば、東京大学にしましても、地方説明会とい

うものをやっているのを、皆さんご存じでしょうか。

都市部だけの学生さんたちだけでは、ちょっとうま

くいかないんだみたいなことをおっしゃる方もいら

っしゃいます。あと、年収400万円以下の家庭の合

格者は、来年度からは無条件で東大の授業料は無料

だという話、ご存じですか。実はそれぐらいに、何

と言うのでしょうか、自然に育った若者たちを求め

ているというようなことが言われたりするわけであ

ります。 

それを私なりに解釈しますに、皆さんは、子ども

たちに行き届いた、至れり尽せりの教育を求められ

ると思うのですけれども、６年間も１２年間も至れ

り尽せりをやっていると、至れり尽くせりでないと

力を発揮しない若者たちが育ってしまうのではない

かということを、私は心配しているわけなのです。 

今、教育再生会議というところにも入れていただ

いているのですけれども、座長の野依先生、ノーベ

ル賞受賞者であります。この方が嘆いておられまし

た。大学院というのは、答えのないことを研究する

ところだと。ところが、最近、大学院にきた者が、

「先生が教えてくれない」と言って怒り出すのだと。

「冗談じゃない」ということで怒っておられました

ね。それの怒りの矛先が、「何でもていねいに教えて

しまう塾が悪いんだ。もっと子どもは、野の中で遊

ばなければいけないんだ」と言ったとたんに、「野依

座長、塾をつぶせ」と言ったみたいなことで新聞等

で話題になりましたけれども、実は、真意は、塾が

いいとか悪いとかというそういう問題ではなくて、

やはり、しっかりと、元気に、基礎的・基本的な力

を貯えた、そういう地頭の強い子どもたちに育って

ほしいという願いがあったわけであります。 

その中でも、特に私たちがお願いをしたいのは、

やはり朝ごはんなのです。これは山陽小野田市のデ

ータですけれども、これは山陽小野田市のデータに

限りません。日本国中どこでやっても、まず間違い

のない結果が、このデータです。それは、朝ごはん

を「毎日食べる」という状態から、「時々食べない」

というふうに少し抜いただけでも、成績はぐっと落

ちます。「毎日食べない」ということになってきます

と、相当に落ちます。 



これを知能指数レベルで見ると、毎日食べないと

９０ぐらいというようなデータが、山陽小野田市の

調査から出てきています。もちろん、サンプル数が

少ないですから、朝ごはんを食べなかったら脳の成

長がおかしくなるということを言うと、「また陰山先

生が、子どもたちと一生懸命やっているお父さん、

お母さん方を脅している」と批判されてしまうので

すけれども、しかし、十分にこれは心配をしなけれ

ばいけないというデータではないでしょうか。 

ところが、世の中の価値観というのが、多少ずれ

てきています。私が尾道の小学校で校長をしていま

した時に、ある小学校の校長先生がＰＴＡの総会で、

「朝ごはんをきちんと食べさせて登校させてくださ

いね」というふうにおっしゃったのですね。ところ

が、すかさず手が挙がりました。何をおっしゃった

かと言うと、「土堂小学校のマネをするのですか」と

か言って、何か抗議をされたらしいのです。私はそ

れを聞いて、ちょっと待てと。朝ご飯を食べさせる

っていうのは、土堂小学校が始めたんかいと。変だ

ろうとか思いながら。続けてこうおっしゃったそう

ですよ。「朝ごはんを食べさせられない家庭はどうす

るのですか」と。 

でも、皆さん、そういうふうに言われる方ってあ

ると思われるでしょう。どう返答されますか。困り

ますよね。困るというのが、変なのですよ。と言い

ますのは、この結果を見れば、朝ごはんを食べさせ

られない家庭はどうするのか。答えは１つしかあり

ません。簡単です。朝ごはんを食べさせられない家

庭は、朝ごはんを食べさせるように努力をする。以

上。言い切りですね。もうそれ以外ありません。そ

うでしょう。 

また、考えて見てください。今から２０年前、３

０年前に、「朝ごはんを食べさせられない家庭はどう

するのですか」と、そんなこと言おうものなら、私

は子どもの面倒も見られない、力のない親でござい

ますと、自分で看板背負うようなものではないです

か。そうだったですよね。でも、私が教員になった

ころも、そういう保護者の方はいらっしゃいました。

そういう方々はどうされていたか。「なあなあ、陰山

先生、それはようわかっておるんや。そやけど、う

ち、こんなんやねん。どないしたらいいんやろ」、そ

うしたら、「わかりました、わかりました。どうして

も状態が悪いようだったら、もうこちらのほうでパ

ンでも買ってきて食べさせますから、とにかく家庭

の方でもしっかり食べさせるように努力してくださ

い」と。こういう個別の相談案件だったのですよ。

誰が、みんなの前で、堂々と居直るというのが変な

のですよ。 

このことからわかることというのは、何をもって

標準とするのかという、価値観の基礎・基本が狂っ

てきたということです。だから、「早寝・早起き・朝

ごはん」の国民運動をしようということになってき

たわけなのです。 

「遅寝・遅起き・朝飯抜き」というようなことを

している子どもたちが、その後どのような人生を送

ると思いますか。その責任を誰がとってくれるので

すか。やはり、そばにいる大人たち、とりわけ、こ

れは基本的には家庭の責任にはなるとは思うのです

けれども、少なくともしっかりそのことを教えてあ

げなければいけない。朝ごはんを食べさせられない

家庭はどうするのですかというような、こういう価

値観そのものを認めるということは、私にはできま

せんでした。そうではないでしょうか。 

やはり、きちんと子どもたちのことを真剣に考え

る人たちがスクラムを組んで、そして子どもたちを

きちんと守っていく。それが大事ではないのかなと

いうふうに私は思います。 

とりわけ、皆さんにご注意をいただきたいのは、

おそらく、このあと話題に出てくると思いますが、

テレビなのですね。私は、２時間以上、子どもたち



が夜テレビを見ていると、成績が落ちてくるという

のを、ある種現場の感触みたいなもので持っていま

した。山陽小野田市でデータをとってもらうと、や

っぱりですね。２時間までだとそんなに変わらない

のですけれども、２時間を過ぎたところから、もの

すごく落ちてくるのですね。これは算数の成績なの

ですけれども、知能指数で見ると、もっとはっきり

します。１時間までと２時間までテレビを見ている

子どもたちは、あまり知能指数が変らないのだけれ

ども、それを過ぎたところから、ストーンと落ちて

くるのです。 

やはり、これは睡眠ということが影響しているの

ではないでしょうか。これは単にテレビがどうのこ

うのだけということだと、1 時間と２時間の間で、

私はもっと違いが出ると思うのですけれども、２時

間以上テレビを見ることによって、やはり睡眠時間

が削られるというような生活習慣の狂いにつながっ

てくるから、問題になっているのじゃないかなとい

う、そんな気がいたします。 

また、これは心の教育、規範意識の問題とも私は

大きく関わってきていると思います。一日２時間、

子どもたちにテレビを見せますと、365×２時間で、

年間730時間テレビを見ることになります。しかし、

皆さん、今、日本の子どもたちのテレビの視聴時間、

国際データによりますと２.７時間です。年間にする

と1,000時間を超えます。しかも、これは世界堂々

第１位であります。ついでに申し上げると、家庭学

習の時間、世界最低であります。だから、勉強時間

は少ないけれども、テレビはものすごく多いと。で

も、成績順位というのは中の上。まだ、よくがんば

っているのですよ、子どもたちも学校も。 

そういう点で、もう少し、テレビ局の方々にも、

責任を感じていただければというふうに思うのです

ね。と言いますのも、今の学校の学習時間、小学校

の高学年ですと、実は708時間ぐらいなのです。つ

まり、一日２時間以上テレビを見せると、全学習時

間を超えるのです。私は、時々皮肉で言うのですけ

れども、一日２時間以上テレビを見せるということ

は、日本テレビ学院小学校通信教育部に通わせてい

るようなものだと。 

やはり、ここのところを解明しておかないと、や

はり心の教育の問題というのも解決していかないじ

ゃないでしょうか。やはり、子どもたちの学力のた

めには、まず９時までに寝るとか、テレビの代わり

に本を読んでテレビの視聴時間を減らすとかという

ようなことが、最も重要じゃないかなと思います。

それができて、今度、脳というものがきちんと鍛え

られるようになるのではないかなと思います。 

これは、計算をしている時の２種類の脳です。片

一方は簡単な計算、片一方は難しい計算なのですけ

れども、赤い部分がよく動いているものです。では、

簡単な計算はどちらと言うと、あまり動いていない

こちらだと普通思うじゃないですか。でも、東北大

学の川島先生の研究の結果でわかってきました。実

は簡単な計算をやる方が、脳は非常によく動くので

す。理由は、簡単な計算の方がテキパキやれますね。

365×235 なんて言えば、「えっ」、「あ」、「うっ」と

言わなければいけませんけれども、２＋３というと

５と出てきますよね。１２－６＝６と、さっと出て

きます。これを高速に繰り返すことによって、私は

脳自体がトレーニングされるというふうに思うわけ

なのです。 

そして、もう１つの問題は、身体全体を使うとい

うことであります。ここでは本の音読を例えにしま

すけれども、音読というのは、目で見て頭で判断し、

そして口に出します。そして、それを耳で聞きます。

じゃあ、それを姿勢を正して、いい声が出るように、

お腹に力を入れてということになってくると、身体

全体を使った学習になってくるわけですね。実は、

これが脳自体をしっかり働かせることにつながって



きているというふうに、私は思うわけであります。 

その授業風景の様子を見ていただきましょう。 

 

【授業風景のＶＴＲ】 

先生 「しっかり声を出しましょう。あ」 

生徒たち「あ」    先生  「い」 

生徒たち「い」    先生  「う」 

生徒たち「う」    先生  「え」 

生徒たち「え」    先生  「お」 

生徒たち「お」    先生  「さんはい」 

先生、生徒たち「あといは違い、いとうは違い、

うとえは違い、えとおは違い」 

先生 「お腹に手をあて、さんはい、しみとおれ」 

生徒たち「しみとおれ」 

先生 「つきぬけ」 

生徒たち「つきぬけ」 

 

非常に姿勢とか、口の形に注意をしているのが、 

おわかりいただけると思います。 

 

【授業風景のＶＴＲ】 

先生 「立ちなさい。ぼっちゃんをいきますよ。 

ぼっちゃん」 

生徒たち「ぼっちゃん」 

先生 「夏目漱石」    生徒たち「夏目漱石」 

 

子どもたちが、知らず知らず、こういうように、

身体でリズムをとっているのにお気づきいただける

と思います。やはり、身体全体で学習しているので

すね。非常に目が活き活きしています。実は、こう

いう学習が脳にいろいろな刺激を与えて、力強くさ

せているのかなというふうに思います。 

これは、ご存じ百マス計算ですね。だいたい大人

の人でも、２分切ればちょうどいいぐらいだと思う

のですけれども。さて、この子たちは何分でやるで

しょうか。 

 

【授業風景のＶＴＲ】 

生徒「はい」    先生「１分４９秒」 

生徒「はい」    先生「１分５１秒」 

 

ちょっと小さい音で聞き取りにくかったかもしれ

ませんけれども、１分４９秒とか、１分５１秒とか

とか言っていますね。実は、大人とそれほど変わら

ないスピードで、この子たちは百マス計算をやって

しまいます。 

では、夏目漱石を暗唱し、大人と同じ速さで百マ

ス計算をするこの子たちは、何年生でしょうか。何

年生だと思われます。これは１年生です。１年生で

も十分できるのです。毎日、同じことを繰り返して

いるわけですから、どのような高度なことでも、一

昨日よりも昨日、昨日よりも今日というふうに、ど

んどんよくなってきますから、子どもたちは、毎日

達成感を持つことにできるわけですね。そして、記

録が伸びていきますから、子どもたちは自信を持つ

ことができます。 

ですから、ワンポイントアドバイスさせていただ

きます。百マス計算の数字の並びというのは変えな

いでください。一昨日も昨日も今日も、まったく同

じプリントをすることによって、基本的にタイムが

上がっていきますね。そのことによって、子どもは、



毎日よくなっていくという達成感を持ち、しかも毎

日誉めてもらうことによって、自信を持つのです。

実はこのことが、脳の働きをいっそう加速化し高め

ていくということがわかってきているそうです。 

そして、最後に、これができるようになってくる

と、子どもはとんでもない錯覚をしてくれます。ど

ういう錯覚か、やればできるということですね。多

少、困難なものであったとしてみても、むしろ、子

どもたちはそれに挑戦するようになります。皆さん、

小学校３年生の子どもに「１＋1 はいくらか」と聞

いて、「２」と答えとしますね。「よくできたね」と

言ったら、子どもは喜ぶと思いますか。喜びません

よね。「バカにするのか」と言いますよね。しかし、

「これ中学校の問題だけれども、やって見る？」と

かと言って、実際解けたらどう思いますか。当然、

こちらは「すごいね」と言ってしまいますから、子

どもは「どうだ」と思うじゃないですか。実は、子

どもたちにとって、困難なことに挑戦をするという

のは、自分の力を高めていくものとして、むしろ子

どもたちは好むものなのです。 

最後に、私が山口小学校にいました時の体育の授

業風景を見ていただいて、終わりにしたいと思いま

す。もう恐ろしいほどに挑戦するようになった子ど

もたちが、いったいどのようなことをするのか。ち

ょっと見てください。 

【授業風景（体育の鉄棒）のＶＴＲ】 

これは小学校２年生、地球周りという技ですね。

自分の腕だけで身体を支えて逆さになりますから、2

年生にすると随分こわいのです。しかし、それを克

服するのです。そこから自信がつくのです。さらに、

上級生がお手本を示すことによって、子どもたちは

憧れの気持ちを強く持つようになります。そうする

と、どういうことになってくるか。 

こういうふうなことをするようになるのです。 

このように、全力を尽くして、こういうことがで

きるようになります。よく、どのように指導された

のですかという質問を受けますけれども、こんなも

の指導するわけないじゃないですか。怖くて。「お願

いだからやめて」と言うのですよね。骨を折っても

らうと困るから。しかし、もはや自分の可能性に気

がついた子どもは、もう止められません。先生の目

を盗んで練習するのです。友だちといろいろ教え合

いながら。実は、そういうふうに子どもはひとたび

自信を持ってきますと、爆発的な成長力を発揮しだ

します。実は、これを引き出すことが、教育にとっ

て私は最も重要な課題ではないかないうふうに考え

てきました。 

とにかく、必要なものは「元気」ではないでしょ

うか。すごくいい大学と言われるところを出たから

と言って、人間幸せだとか、うまくいくとかという

ものは限りませんけれども、逆にうまくいっている

とか成功しているとか、がんばっているなという人

は、ほぼ間違いなく元気ですよね。 

私は、この「元気」というものが子どもたちにしっ

かりと根づいていくことが、最も今望まれているので

はないか。そのための最も基礎的・基本的なものが、

「早寝・早起き・朝ごはん」ではないかというふうに

考え、実践をしてきました。 

この運動がしっかりと定着し、この滋賀県でもすば

らしい子どもたちが育っていくことを、私もご協力さ

せていただきながら、すばらしい子どもたちの成長を

楽しみにしたいと思います。ありがとうございました。 


